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日産自動車株式会社における計画検討支援システム
"DSS”の開発
Deve-opmentofDecisionSupportSYStem"DSS”for

NISSAN MOTOR COりLTD.

一一般に企業の各柿計画は,関連する部Fjr川与]の会議で検討Lている`｡しかし,各部

門のでナ意を得るまでには,調ヤさのため♂)会議を仙r_〔j]か行なう必要がある.〕二う した

会議の生産ノlゾトをrrり上させ,朱亡i蛸j問で姑過な計伸一を_)ンニてることをト川て+として,DSSを

開発したし〕二の会議を女托する伯軸システムとしては,

(1)各部F-EJの業務抑当省か部l-【川jI有のデータを与引二1耶l勺知.哉を使って油川L,.汁L虹､二仁

二束できること〔つ

(2)枚数部門のjし娼妓項謹となるテ‾-一夕を検索できること.｡

(3)会議の場でグ‾)臨機J応変な対応かできること.､つ

が必･安であるLつ DSSは用紙及びヰ工務局上品を㍉十貨機l勺で実現するこ

内蔵することで,卜記の条件をi舶たすことができた.｡

n 緒 言

介業での各柿計l由=ま,関連する各部門の利'吉を仝.議で吸収

して,各部r】⊥jの合意に拡づいて決芯きれるケースが多い:+L

かL,このような場でナ,各部門のf㌻意を得るまでに仁洞ヤさのた

め♂)会議を何回か行なう必要がある｡日産臼垂川‾上棟J℃会什で

は､二の業務にコンヒュ一夕を利用Lて宗十l叫決完三まて∵グ〕柑=指j

を知子縦Lている､=.

以‾卜,でナ議による計l‥ti検,汁業務クつ特件について述/ヾ,二れ

をサホm卜するためグ)情報処理システムとLて必要な条什を

叩1ノっかにする｡次にその条件を満たすものとして,日産臼J軌

小株上〔会杜でのDSS(8ecision Support System:計何検討

文才左システム)について糾うす卜する.｡

臣l 計画検討業務の実態

2.1 販売計画と生産計画の特性

一般に妄収売計L巾jc7)良し忠Lは,1古史予測ク)枯J空や山場分析

の能力によってさ火まる√ノ しかL,いくJ〕純度の■たト､1ぉ安1川り

や服うと実勢をとらえた山場分析かできたとしても,枇売一汁【叫

は次のようなJ判十1で,備に呵充実勢よりも高トJに設起され,

Lかも,なかなか下〃帽_1卜きれない仰巾Jかある｡

(1)枇売計沖=ま利益計加速成のためグ〕部l‖‾】計画であり,維甘

目標である利溢計l由jと矛J訂する占十il-biは作成できち､い｡､

(2)販売f汁画は+丁場実勢と批完能■ノJから成り.実勢を上｢口1る

分は営業部門の努力代と孟ど識されてし､る._,

(3)製造原価の巾iから,生産二こi主の維持を撫視できない｡

一般に生産計画は,敗売計1巾と/1二畦計l山jに仏づいて作成き

れる｡しかし二呪実には,以下に述べる増山から,′ヒ産.汁画は

/I二産f指力と製造原価のrlllj向かJ〕確実に生産可能なこき昌二を維持L,

かつ生産負荷の平準化を図ろう とする｡

(1)生産部門は製造収他の維持,付しi成グ)イ軒爺を課せられてい

て,生産計画を市場変動に合わせ過ぎると製i封射細か店騰L,

利益計L如を狂わせることになりかオ′iない､〕

(2)維験的に,販売計伸iは縞目に設定され下‾ガ佗正さ九にくい

(3)多品椎少-と違+二産への格付で,製■丁7jをイ鵜成する機能部品グ‾)

と,演号うこを梓川七に
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椎恨か増え,二始終製.17.だけでなく機能部.訂.の生産能力を検.汁

しないとtl一二産の可戸手か分からない

2.2 生産計画の検討

硯`真には数多くの製ふ】丁を限られたIt丁場で症定でトLながJJU丈ノ己

していて,付i度グ)高い市場子パりを得ることは困雉である｡も

L杭蛙の高い心増子州が得られたとLても,前に述べた各一汁

ll】】iの特性かノブ,計E‡川勺な技法やEDP(Electronic Data Pro-

cessing)処理では,なかなか各部門か合古できる生産1汁痢を

作れないこ､このような勺工産計【叫作成でのジレンマは,ノ首紫郎

門,1土産部i-｢j,その他関連語馴JL川jJでの多血的な検トけと-凋ヰ宝器で

収収されるり 七産.汁l巾沖)根占寸や胡dごさは,必要に応じて公式･

非公式に,役臼,竹理揖,川当符の各桁屑で行なわれる(=.ニ

グ‾)プロセスでみ部門の上汁い如実か碓ホされ,他部門の北i比や比

f昨を雌解Lていくu このプロセスは関連部門♂〕合一占川ラJ戊を行

なうのに人きな役1刊を米たLてし､る｡l判連各部r】[Jグイナノ3二は､

一汁睡jj卦戊のため各部l-りの仝ノJを集結させるうえで重要な紫巌

の一/ノである｡

2.3 計画検討プロセスでの問題

車内三ぶ･l叫の確1王は.帖売部門にと1てはできるだけ條1ヒ帖

報を反映し予測によるリスクを軽i成させるため,遅いほうがよ

い｡一方,生産部門にとっては,生産リードタイムを確保するた

め,できるだけIlしいほうがよい｡.咲ノナのj安求を描jたLて,.汁

仲iグ)桃性を‥′り卜きせるためには,如糊｢糊にプ亡工兵Lた一汁l叫の検

.けと.榔.王.苓を行なわなければならない｡二のような業務は､多

くグ)安糸のバランスをとる必繋がある｡また,必ずしも?‡か

-一一つとはl辻いっず,人間グ)判断を必要とする非道形な処理を行

なわなけjLばな⊥､Jない｡二のため,従米この業務は,すべて

人rぎりト了Jl二のコミュニケーションと手作業で行なっており,次

グ)ようなf抑辿を乍三じていた1つ

(1)

-一夕を比よう

ない.｡

片か二占ミ思ぎ火左グ)什料として,Hり上坦に合二枚したテ

としたとき,す〈･Iに比たい彬に加⊥して比J)れ

(2)各部門r勺で【1分たちなりの.汁仲iま束を作るのに峠l捌かかか
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り,代替案の検討やシミュレーションが十分にできない｡

(3)計画案の検討や調整の場で,計画案に対する帽正や条作

変更が生じた場合,その場で,その結果や他に与える呈i‡壬禦が

把握できず,結論を持ち越すことが少なくない〔〕また,議論

の観点を変えるため,対象データの比率化やグラフ化などの

データ加工をしようとしても,その場では難しい｡

由 計画検討業務のための情報システム

第2章で述べたように,企業での各推計齢ま榎数部門ので㌢

議で行なわれる場合が多い｡合議による計画が生産的である

ためには,次の3条件が成立しなければなノブない〔〕第1は,

各部門がその専門能力を最大限に発揮L計画立案できること,

第2は,計画調整会議で,各部門は質問及び計酎l蒙正に対し

臨機応変に対応できること､第3は,部門間の共通兆態とな

るべき情報が整備され検索が芥易なこと,である｡これら3

条件を成立させるための情報システムが,二の論文で糸7り卜す

るDSSである｡

第1の条件の成立には,非定形業務サボ【卜のための情報

システムが必要である｡操業実績デ【タのデ【夕べースを検

索できるだけでなく,各部門が独白の判断で収集し牽さ増した

データを私用データベースとして構築でき,検索･加工でき

なければならない｡しかも,各部門の独別当三を発揮するため

に,農務抑当者自身でこの情報システムを構築しなければな

らなし､｡そのため簡易言語の開発が必要となる1)｡

第2の条件の成立には,会議資料とその発表方法の改辛が

必要である｡会議資料は相手部門の質問,批乍りを想定して作

られるが,各種代替案作成までは手が回らない｡各部門でこ

の資料が上述の情報システムで作成でき,会議宅には,計算

機端末の大形プロジェクタが設置され,そこに表示できれば,

この事態は大幅に改善されるはずである｡会議資料の各ペー

ジは,単なる図表とするのではなく,代件案を作るための演

算式を組み込んだものとするのも吋能だからである｡

第3の条件の成立は,操業実績データのデータベース化と,

それの簡易検索言語の整備である｡各部門か,操業実績デー

タを共通の基盤データとして持たなければ,部門間の議論は

成立二しないからである｡

図1は,上記3条件を成二正させる情報システムの概念図で

ある｡この情報システムでのデ【タ管理の手段として,｢哺紙+

が必要となる｡その増山は,計算機国有の概念であって事務

作業には存在しないデータ管理の方法を持ち込まないためで

ある｡これは,業務担当者に情報システムを構築させるため

に必要である｡これにつし､ては,次の第4章で論述する{,

【】 DSSのマンマシンインタフェース2)

4.1マンマシンインタフェースの要件

計画検討業務は,高度に専門化された非違形業務である｡

この業務のための情報処理システム(DSS)は,その業務担当

者自身で操作できるものでなければならなし､｡これを可能に

するのがDSSのマンマシンインタフェースである｡それは私

用データベースと,その検索･処理の定義法である｡

定形業務では,処理内容がその個々の実行とは独立に事前

に定められる｡データベース設計では,各データに名称とタ

イプを定義する｡この定義を用いて,処理手続,すなわちプ

ログラムを事前に作成できる｡処理実行は,異なるデータ値

に対して,このプログラムを練り返し実行することである｡

非定形業務では,処理内容は個々の実行ごとに異なる｡定

形業務のようにプログラムを事前に作成することはできない｡
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計画調整会議

†

部 門 A

私用
データベース

注:略語説明

召

d

部 門 B

召

DSSデータベース

操業実績データ

DSS(Decis伯n Support Syslem)

†1

b私用

データベース

図1 計画検討業務のための情報システム 計画検討業務のために

は各部門独自の情報処理機能,会議室での情報処理機能,各部門間の共通基盤

とLてのデータベースの整備が必要である｡

使用するデー一夕の柿頓も,処J翌の都度変わる｡二の柿のデー

タは,業務抑当省が｢ノl己の判断で収集･隼即旦したものである(J

二れを私用データベースと呼んでいる｡私用データベースの

完義も定形業務のデ【タベースと同様に行なうことは,原増

的に可能である｡Lかし,将来の処玉里内容を予想してデータ

名称とタイプを定義するのは,実際には不可能であるため,

無駄な作業になりがちである｡この艶･.▲J二は人手による事務作

業では回避されている｡

人間はデ【タを用紙に記入し,ファイ′レ化し,キャビネッ

トに収め,管理する｡用紙デ【タに,事前に事細かにデータ

名称,タイプを定義することはしない｡処〕理時に,用紙を見

ながら処理対象のデータを指定していく｡この方式をマンマ

シンインタフェ【スとして実現するのが｢用紙によるデータ

管理+である｡

処理対象のデータの指定は,それが記載されてし､る用紙を

見て行なうこととした｡したがって,CRT(Cathode由ay

Tube)は用紙を常時表示しなければならない｡これは,CRT

を処理対象物を見る目と位置付けなければならないことを意

味Lている｡
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DSS

データベース

川TAC M-260H

⊂)

⊂:)

⊂=⊃

共用キャビネット

用 紙

lN

∠フ

0UT

くずかご

Z:フ

ファイル

⊂::::::=コ

私用キャビネット 廿
計算機内で表現された概念的な事務環境

q ク

11111

CRT画面として表現されたマンマシンインタフェースの実際

事務環境表示 凸
用紙表示

7■Tし†～ヱ

蓼ヲ

Q

≦物
H汀AC T560/20(Il)グラフィックディスプレイ

注:略語説明 CRT(Cathode Ray Tube)

4.2 用紙によるデータ管理3)

用紙は,記載されたデータの構造化の度合にかかわらずデ

ータを管理する媒体である｡構造化が進むにつれて,表形式

表現に変化し,表の各偶には名前が付けられ,単位(タイプ)

が付けられる｡この処三哩をCRT画面に映し出された用紙を見

ながら,段ド皆的に実行していくためのコマンドが必要である｡

用紙をギ真人すると,次に必要となるのは用紙群の管〕哩であ

る｡これを行なうのがファイル,仇,キャビネットである｡

ファイルは,用紙1杖1校に名称を付ける煩雑さを避ける

ためにある｡ファイル単位で名称を付けて管理するが,中身

の検索はページをめく ることで済ます｡

机は処王里･春野川lの用紙･ファイルの相互関係を,■拝細か

に定発する煩雑さを避けるための装置である｡二れは,人間

が村L上を見～侵せるからできることである｡そのためCRTは,

処理中の用紙を表示するだけでなく,巾L+二の用;紙,フ7イル

の配置二状態を表示する必要がある｡

キャビネットはファイルのイ米管場所であるが,私用,公用

の区別を行なうことが大切である｡私用キャビネットは他人

から無断で見られないためのガードである｡公用キャビネッ

トは権限のない人にデ【タを変史させないためのガードである｡

用紙群管理の装置として,このほかに,他の仇との間での

通信のためのメールボックス,用紙･ファイル廃棄のための

くずかごが必要である｡これらは,用紙によるデータ管理の

ために必要な事務環境であり,DSSのマンマシンインタフェ

ースとして実現されなければならない｡この実現の概念をホ

したのが区12である｡

図2で示した用紙によるデータ管理では,処理対象物を常

時表示する必要がある｡これは,ある処二哩が完了したときCRT

∂

図2 DSSのマンマシンイン

タフェース DSSの利用者は,

計算ヰ幾内に用紙,ファイル,机,メー

ルボックス,キャビネットなどの事

務環境が存在するとして情報処理が

行なえる｡CRTはこの事務環境を見

る目であり,処理中の用紙が常時表

示されている｡

は次に何を表示すべきかという問題を生む｡輔紙内の数値に

対して演算を実行したときは,その結果の用紙を表示すれば

よい｡硯イ一三CRTで表ホされている用紙やファイルを椎勤した

ときが問題である｡この目とLてのCRTの視線管f里は,八千

による仰L r二での事務作業の顆推からルールを作る必要がある｡

4.3 用紙データに対する演算処玉里

f口紙内のデータを†寅男二処理する場合,そのデータは,CRT

画I巾を見ながら;王めると述べた｡その演算式の人力に当たっ

て,データは表ホされているのに,改めてそのデータ項目名

をキ【人力しなければならないとしたら,その操作は〕‾亡艮で

あるく〕しかも,データ項目名が走≡長されていないとLたらこ

の操作は不叶能である｡

この間題を解f央する一つの方法は,デ【タ項目を直接カー

ソルで指定することである｡しかし,不変数個のデータ項目を

指定しなければならないため,用紙_Lに指定したデータ項目

を示すH印が必要となる｡これでは用紙のデータと重なって

酵j面は見にく く なる｡

そこで取るべき方法は,用紙からデータ伯を除いた仲(デ

ータ項H名があればそれを含めて)だけを表示し,それに演

算定義するものである｡この方法を図3に示す｡＋,【の記

号のある欄はその欄のデ【タを加算,減算することを示L,

=の記号のある欄に,結果を代入することを示Lている｡

この演算の定義の拡躾として,操業実績データベースに対

する検索の定義もできる｡

4.4 会議資料としての用紙

会議室に設置された大形プロジェクタが,単なるOHP(0ver

Head Projector)の代替物であるのなら,それは報告書とし

て作られたファイルの各ページを順次表示する機能があれ
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CC□ pc□ FILE□□ロロ STACK■□ lN□ 0UT[コ WBコ
NAM巨: sH巨ET:1./15LINE:1′′′10

年/月
乗 用 車 卜 7

普i島車 小型四季義幸 軽匹l輪車 言十 普通車 ′ト型四季蒜

57/3 4(∋690 578580 14494 76835 173034

4 48(う35 540440 14626 7652(i 157838

5 46202 492374 11297 64389 138075

6 46037 567726 16338 71805 148406

7 45275 564730 177〔i3 75895 156090

8 32256 384033 13133 54546 117749

9 48414 541615 20675 72566 140932

10 4(沼03 522642 17071 60400 141457

11 41446 537253 19689 56617 146526

12 40260 493327 1(∋417 60g86 134810

(a)演算しょうとする用紙の画面

CC□ pc□ FILE[コロロロ STACK■□ lN□0UT口WB□
NAME:TOTAL SHE巨T:1./15+lNE:1./

年/月
乗 用 車 ト ラ

普通車 小型四輪車 軽【四輪車 言十 普通車 ′+､型【四輪

＋ T 十

(b)演算定義用マスクの画面

注:出典(｢自動車工業+1983,Vol.17⑤)

図3 用紙データに対する演算指定 (a)で示Lた用紙のデータに演算

指定しようとすると.この用紙の表の枠である(b)がCRTに表示され,二れに演

算を定義することになる｡

ばよい｡一度の会議で結論を出すためには,各部P【】は各仲代

侍案を検討してくるべきであり,その検討結果をこの報告書

のLl-1に組み込めなくてはならないしつ その仕掛けか棋界式組込

みの用紙と,それで作られた報告汚である(図4).｡

4.3節で用紙のデ【タに対Lて演筒式を定義するん一法をホ

した｡この定義を用紙に組み込んでLまうのが演算式組j△み

同紙である｡一つの用紙に複数個の浦項二式を与主義することも

可能である｡

■11幾能と操作例

5.1 ソフトウェア構成

DSSはVOS3(Virtual-StOrage Operating System3)TSS

(Time Sharing System)下のAPL(A Programming La｡-

guage)環鳩で稼動する｡ソフトウェア構成はグうフィソク用

としてAPL/GRAPHとAPL/BGF(Business Graphics Fea-

ture)を,また､チータ管理畑としてAPL/FILEを利鞘して

いる｡⊃ ‾掛二,DSSデータベースに1対達する機能はEXCEED

(Executive ManageInent Decision Support System)を利用

している｡

5.2 事務作業とDSS

図5はキャビネット,仇,ファイル,用紙などを使った事

務作業の動作を示したものである｡DSSは,同図に示す事務

作業の基本動作に対応する機能を備えている｡コマンドは約

20柁で,表1に示すような日常的な単語を使用している｡利

用者はこれらのコマンドを組み合わせることで,次のような

特長をもった種々のシステムを構築できる｡

(1)用紙を何校も重ねて机上に置いたり,ファイルにするこ

とかでき,その内答は用紙をめくるイメージで連続的に表示

できる｡利用者は用紙に名前を付けたり,操作時に名前を指

定する必要がない｡

(2)用紙にデータを記入しファイルにして私用キャビネット

にしまうことで,個人専用のデータベースを構築できる｡

(3)私用キャビネットから用紙を取り出して演算できる｡
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崖
会議用資料の準備

(データベース

検索の定義)
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滞
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データベース
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内
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変更の指示
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挽

ぎ
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会議用提示資料の作
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用紙表示の指示
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ニ魁
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/二;≡忘

ヨ
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クタ

三森

図4 会議費料のための演算組込み用紙 会議資料として作られるフ

ァイルの各用紙には演算式が組み込めるため,会議の場での様々な質問に応じ

て,種々の代替案を瞬時にj是示することができる｡

表l コマンド DSSでは用紙によってすべての事務処理を行なう｡この

ため,DSSのコマンドは用紙を‡彙作するコマンド,用紙に対する演算のコマン

ド及び用紙をCRTに表示させるコマンドだけであり,コマンド数が少なくなっ

ている｡

機 能 コ マ ン ド 名

視線の移動
視線移動 LOOK

スクロール SCROLしHOJD

オブジェクト

の操作

移動 MOVE.BIND,UNBIND

コピー

直接記入

ページめくり

COPY

NEXT,BACK

用紙の定義

レイアウト定義 DESIGN

帳票構造定義 WR】TE,ERASE

DlVIDE,REFINE,SET

用紙でのデ

一夕の操作

定義

グラフ定義

レトリーバ定義

帳票演算定義

DEFINE XXX

実行

グラフ作成

レトリーバ定義

帳票演算の実行

START XXX

会話制御
会話開始,終了 LOGON,LOGOFF

コマンド終了 END
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注:[:::] 事務作業の基本動作一----■-データ,帳票,ファイルの動き

(4)Jし過に符推してし､るデータベースの検索が吋能であり,

仰一人データと如Lみfナわせた揃_妄寺二かできる､_1

(5)終部｢1リで検ゴ寸した様々な事項を,盲前賢与主義として用紙に

純ふ込むことができる｡会議のゴ湯などで出される紫求に対L

て,二のi韻符をり三行するだけで知=引弼で対応できる｡

5.3 画面構成

図6にDSSの内山例をホす.ノ1山j血は人きく三つに分かれて

いるL)般__l∴部の1i馳如二は[コと■を悼/ノて事務環咄全休を表ホ

Lている｡l椚文1の例では,硯/【三よホされている川紙か巾Lのノ.二

かご〕2番目のフ7イ/レにあることか分かる.〕

CC:公用キャビネ(COMMON CAB州E)
PC:私用キャビネ(PRlVATE CABiNE)

FILE:机上のファイル

STACK:机上のスタック(用紙を積み重ねたもの)

図6 画面構成 画面

の最上部を使って,事務環境

全体を常時表示している｡

図5 事務作業の基本

動作 実際の事務作業

での基本動作に対応する機

能をDSSは備えている｡

小火の1i如或には硯/王二操作している川紙が表ホされる｡m紙

データの揃符,データベース検索,グラフの;宝玉時には4.3

節で説明Lた演算定義偶の仰が,二の袖城に衣ホされるLつ

IllJi巾グ)拉‾卜部は,コマンドを人力する領域ノ女びメッセ【シ

か出ブJされる禎城である｡

5.4 操作例

図7に実際グ)事務作業とDSSでの操作の対応をホす｡竹L卜

にあるフ1フィルかノブ必要な用紙を1校取り出し,データを入

れて計算する例である｡同図から,DSSのコマンドでの操作

と実際のL片務作業の動作か対応していることが分かる｡

IN:メールボックス(IN)
0UT:メールボックス(0UT)
WB:〈ずかご(WASTE BOX)

現在画面に表示されているファイル

CC□ PCLJFlしE⊂■ STACKロロ IN⊂ 0UT□ WB□

NAME:原因別TROUBJE カイケツ ケンスウ83′′02.′/17SHE巨T:1･■■ 3LINE:

40

30

20

10

0

FIF2F3NIN2N3N4N5N6 SASBSCSDSESFSGSHSL SIS2S3S4S5S6S7S8S9

CAUSE

COPY

事務環境表示領域

用紙表示領域

コマンド入力及び
メッセージ出力領域
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事 務 作 業 端 末 操 作

(1)机の上にABCファイルが置し､てある｡

(2)畑Cファイルをめくる｡

(3)見ている用紙をファイルから抜き取る｡

ファイルには用紙が20枚
(1)槻がここに(表紙が見える)

あることを示す0＼あることを示すDl

(2)

めく

(3)

放き

(4)

(5)

計算

CCロPC□F■SIN⊂】VUT□wB⊂ミ
NAME:ABCSHEET∴′20LINE:.′′′

宛名

年月日

ファイル名ABC作成者FU+‖

コメント,メッセ'-ジ

NEXT

る濡てル｡糾_壷芸呈警誓芳革
気詣E?繋ぎモ丘E,‥■7光｡0ビ謡‥慌ノ

ABoIC02DEFIFF2

10201510

20402530

30603550

40804570

5010055gO

6012065110

MOVE

取る0

/妄言こ三吉晋艶
CC□PCコF□S■lN□0〕丁□WB□
NAME:XYZSHEET:1/′1L】N巨:1/15

ABcICc2DEFIFF2

10201510

20402530

30803550

4()804570

501005590

6012085110

(4)用紙にデータを記入する｡

イ==⊃

l
CCロPC□F□S■lN□0UT□WB□
NAME:XYZSHEET:1/1+lNE:り15

データを記入
ABcICc2DEFIFF2

10201001510200

20401002530200

30801103550210

40801104570210

501001205590220

6012012065110220

STARTCOMP〕TECAい

(5)計算をする｡

†謬

†l
実行させる｡演算定義名

I
CCUPC□F□S■lN[コ0〕T□WB□
NAME:XYZSHEET:1./2LINE:1./15

ABcICc2DEFIFF2

10201001301510200225
20401001602530200255

30801102003550210295

40801102304570210325

501001202705590220365
60120120300e15110220395

注:計算式CALlは事前に定義されている｡

図7 事務作業とDSSによる操作の対応 DSSのコマンドによる操

作は,事務作業の動作と対応Lている｡CRTにはコマンドの処理結果が必ず表

示される｡

【司 計画検討業務へのDSSの適用

6.1経営管理者層への情報提供

生産計画の検討に必要な生産,販売,在庫などに関する基

幹情報については,事前にDSSデータベースから必要なデー

タを検索し加工を施して,ファイルの形で保管している｡そ

して最大3タッチのキーオペレーションで,経営管理者自身

がいつでもその情報を見られるようにした｡この方式は,一

からデータを加工するのでなく,出来上がったものをファイ

ル中から捜すだけなので応答が速く,多忙な経営管理者や会

議へプレゼンテーションするのに好評である｡また,事前に

準備していない情報でも,前述した基本機能を組み合わせて,

大抵のことはその場で対応できる｡

6.2 計画検討業務での活用

生産計画が確定するまでには,前述したように各部門の中
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や部門間で様々な検討と胡蝶カ;､行なわれている(,一汁l叶束の作

成段階では必要な実績チータを横着壬し,白分のもつ帖報を什

ノ州して分析したり,グラフ化したりして,検.汁作業や溌料作

成に流用Lている｡つ

また,計伸i実の検討f貨ド皆では経常常二雅一芥や会議へのプレゼ

ンテーショング)ほか,会議の席_卜で問超になった･拝項につい

てデータの央付けをとって確認したり,計i巾数仙や処押条件

を餐‾むして呈;を壬で苧を調べたり,代作某を検占寸したりしている.｡

6.3 DSS運用上のエ大

計画検討に必要なテ【タは､その時々のHjJ超によって変化

するので,鵜幹情事艮として必要なデータ以外はDSSデ【夕べ

ースに入れず,必要に応じてその都度過当なノ州‾1二をしたデ【

タを入れるようにLている｡そのためEDP部門に,利和部常

の各層との対話かできてニーズが理解できる要員と,簡単な

パラメ【タを定義するだけで大量ク)デ【タをバッチ処+曙でき

るソフトウェアを唯偏している｡

コンヒュ一夕の負荷軽減と端末のんし答速度を確保するため,

上記のようにDSSデータベ〉-スの自己叶け付坊止を同るととも

に,パーソナルコンヒュ一夕付端末をゞiキ用してし､る｡二の端

末ではDSSテ■一夕ベMス以外のファイルとのデータ♂)探そや

閃いイナわせ,簡易言語による佃人的な積算などを行なっている｡

経営管理者や会議用のJ端末は図形情報を多く扱うことから,

‾更に光ケ【ブルを利用しチャネルと【手招吉させて応芥速度を確

保している｡会議用のノ端末には70inc7)大什ラブロシュクタを接

続Lスクリーン(作血書那央形)に計画案を映Lて,会議のH-1牌

老がそれを姐なから検討できるように子宝Lている｡

6.4 DSS適用の効果

(1)各稚のシステム化された帖報をはじめ,各部｢l｢Jか独‖に

把捉Lているシステム化されていない情報も,経常管理荷の

オーダーに蛙づき,タイムリーに提供できるようになった｡

(2)計画案作成のための作業時問が大幅に知繍され,代侍案

や計何の旨をき響について検討する時間が増えた｡

(3)計画を検討,調察する場で問題となった一事項をその場で

確認でき,結論を持ち越すことが少なくなった｡

(4)従来,前月末の販売見込みを使って生産計画を立ててい

たが,計画期間が約2日知縮でき,確1立Lた前‖一川反売実存iか

使えるようになった｡

8 結 言

本システムは1982年10月に導入以来,実務への適用,シス

テムの改良を繰り返し,1983年4月から本格稼動している｡

まだいくつも改善すべき止もあI),既存のソフトウェア,ハ

ードウェアの制約から当初の設計どおりになっていない点も

ある｡しかL,このようなシステムは従来のEDPシステムで

はカバ【できない分野で,威力を発揮する可能性を十分に秘

めている｡今後共,利用者･EDP部門･コンピュータメーカ

ーか協力して,研究,開発に取り組むべきテーマの一つであ

ると考える｡
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